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「親学」会の起こり
　
現代がかかえる重要な課題として、子どもや孫が出会うことになる未来社会は、人口頭脳やＩＴ、ロボットが活躍
することになりますから、多様な価値観を保持し直面する物ごとへの、柔軟な対応のできる人が求められると考えます。そのような人を育てるためには、 「心と体のバランス」を生命の出発から親が我が子に関わることが大切な事であると、現代 〝産科学〟 〝心理学〟 〝発達生理学〟 〝脳科学〟でも伝えています。　
私は、我が子四人を育てた経過の中で、一番必要と考え悩んだことは「子育ての学び」を知らなかった事でした。
　「子育てとは何か」 「何が一番大切か」 「我が子の幸せとは何か」 「子どもが求めているのは何か」 。その後より良い子育ての為の「親の学びの場」 して親学会を開くことになり、母のモデルとして『偉大な釈尊』を育てた母摩耶夫の人となりを求めて、二十数年前インド
・ネパールの第一回の旅へと出発したのでした。
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釈尊の父浄飯王と母摩耶夫人
　
釈迦族の王、浄飯王は多くの人々から尊敬され、信頼されていました。諸国の族長たちからの信任も厚く、武術に
すぐれ、文化教育経済に精通し、常に民の幸福を願い国を治めたので、その名声は広く伝わり、 「諸国一の釈迦族」と呼ばれていました。　
わが子釈尊を、この上ない深い愛で包み育てられたのですが 釈尊は思春期を過ぎる頃からもの思いにふけるよう
なり、出家をこころざすようになりました。浄飯王が釈尊の心を思いとどませるため、カピラ城内に「春夏秋冬」の宮殿を造ったことは有名で 。　
浄飯王は釈尊成道後は釈迦教団随一の支援者として、家臣五百名 入信を進め、教団発展の協力を最後までつづけ
たと伝えています。カピラ城と浄飯王夫妻の墓所の間に、孫ラゴラ尊者 得度式の御堂が現存します。美しい飾りをほどこした素晴らしい大理石で造ら ていて、当時の見事さが偲ばれる御堂で、祖父、浄飯王のラゴラ尊者への慈しみの想いが胸を打ちます。　
摩耶夫人の生家であるコーリヤ族は当時近隣諸国 裕福な王族 した。摩耶夫人は、妹のパティ夫人と共に教育
熱心な父王 考えを受け、国の内外から著名な学者を宮殿に招き、女性と て最高の学識を与えられて育てられました。　
成人した王女は、容姿 美しさと身に備えた豊かな教養からあふれる品性を保ち、そばに近づくと身体から良い香
がし、人々はうっとりとしたといいます。王女の噂は諸国に伝わり「我れこそ」と求婚者が殺到し、すさまじ 争奪
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戦に至ったそうです。その様子に心を痛めた王女は、 「私さえ居なくなれば」と、或る夜一人宮殿を抜け出し領地内の〝ダフネ山〟に身を隠したといわれます。　
私はインド
・ネパールの旅を始めてから十年の歳月を経て、ダフネ山にたどりつき、初めての外国人として摩耶夫
人の修行場の瞑想台に どりつきました。遠路日本を発ち、ダフネ山の峠の頂きに差しかかったときの、興奮と戦慄は今も鮮明に覚えています。　
現地の人々は、ダフネ山がかつて王女が修行した場所とは知らず〝母なる森〟と昔から呼んでいたといいます。今
も樹木が一年を通して青々と繁り、折々の季節に美味しい果実 実らせ 二千五百年前 ダフネ山の豊 さが目に映る思いです。　
今も虎に出合うといいます 当時は如何ばかりかと想像すると、九ヶ月の祈りの満願を成就した王女の純粋な信仰
心に深い感銘を覚えます。王女が月夜に祈りを捧げた瞑想台は、大変大きな石であって今 三つに割れており、夜になると、時折金色の光を放つといわれ います。　
瞑想台近くに王女が休んだと伝えられる六帖ほどの石の側面は、花崗岩化されて小さな無数 花々が咲いておりま
した。良い香りがするため、その花を摘んでお線香 るといいます。　
瞑想台より少し登った山の頂付近に、人間の背丈の倍ぐらいの三角形の小山がありました。そ 小山は二千五百年
前に王女が切り捨てた長い髪の毛の化石だといわれています。突然に摩耶夫人本人 出会えたような瞬間でした。　
私が瞑想台での祈っていた時、え 知れぬ香りがあたりに立ち込めました。かつて嗅いだこ のない爽やかな美し
い匂いでした。庵主に「いつも薫るのですか」と尋ねる 「い え、今初めてです。神さまの香りです」と答え れ
ブッダの母
ブ 摩耶夫人に学ぶこれからの子育て（益田）
（ 23 ）
驚いたものです。そして突然、思い出したのです。　
永年インド、ネパールで摩耶夫人の取材に何も情報をつかむことができず、今回で止めようと出かけたときに出合っ
たのが、釈迦族末裔のサキヤ氏でした。サキヤ氏から、摩耶夫人はネパールのデフダハのコーリヤ族の王女だったこと、釈尊には産みの母と育ての母の二人が居たこと、釈迦族の伝記によると、摩耶夫人は女性で有り乍ら、当時修行者だったことを教えて頂きました　
そして、うら若き乙女の身でこの深山（当時）で只一人九ヶ月の修行 成就したのはそのようなお方だからであり、
偉大な釈尊をこの世に誕生させる使命ある尊いお方だったことを知ったのです。　
王女は、王宮に帰り浄飯王と結婚の後 釈迦族の王宮カピラ城で生活をされたのですが、伝記によると朝は決まっ
た時間に起床して自身の身のまわりを整える 、料理の献立、来客へのおもてなし等々、使用人に加わり箒を持って王宮のまわりまで掃除した いい す。　
生活は簡素で華美を好まず、常にまわりの人々 幸福を願っていたそうです。永い間、子供に恵まれなかったので
カピラ城内にある、菩提樹の御堂に夫妻で子授けの日参を進められ、 参りの前には必ず御堂 となりの蓮池 沐浴をされていました。この御堂と蓮池は今も現存します。　
御堂の菩提樹は二千五百年前から現代にいたる でにも立派に成長し、幹 回りは大人数人が手 つないでやっと
つながるほどの大変な太さになっています。　
現在はネパールの遠方からも、子授けを願って参拝者が多く、子供に恵まれた人々がお礼に供えた白象が沢山並ん
でいます。となりの蓮池は、だいぶ池の水が少なくなっ 言 が、池 周囲は くさんの樹木や草花が一年を
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通して茂っています。　
わが子が無事に生まれて来るように、ひたすらに願いをもって、供徳を人々にほどこした。その一つに国中の罪人
を恩赦したと伝えられています。　
はじめて、ルンビニーの花園にたどりついたとき、二千五百年前の四月八日釈尊誕生の情景が浮かんで来たもので
す。　
出産の折、摩耶夫人は馬車でカピラ城を出発したと考えられますが、四月 ネパールは日本の盛夏に等 く、臨月
の身体にはとても困難な道中だったのではなかったのでしょうか。実家のデブダハへは、カピラ城からの道のりがいまだ残されています。　
かくして小鳥たちはさえずり、ヒマラヤの山々は美しくそびえ、色 りどりの花々の中に釈尊は誕生された でし
た。
釈尊を辿る旅
　
仏伝に登場するコーリヤ族領地内の遺跡群は、現在もそちこち 点在 います。コーリヤ族 王宮跡発見の知ら
せを受けて現地入りをすること数回、毎度領地内の「ここです」と案内されるが、今だ確証に至っていません。ポール一本の広大な平野だったり、くちかけたボロボロの小屋だったりルンビニーの摩耶堂にうりふたつの御堂だったり、現地の人々は「此処に間違いない」と色々な資料を持って説明するのですが、日本へ戻 て少し経つと今回も「はっきりしない」と 返事でがっか したものです。
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しかし、いずれも此処の眺望は素晴らしく、ヒマラヤの南麓に位置するため一年中温暖で、樹木はしげり、みずみ
ずしい緑をなした草原には花が咲き乱れていました。出会う女性は美しく、摩耶夫人を偲ぶことしきりでした。　
釈尊の誕生地ルンビニーよりデブダハへ向かって四十分位進んだ処に広い大きな道と出合います。バス、トラック、
乗用車、とぎれることなく、行帰する交通のはげしさは大都会そのものです。この道はローマに続く幹線道路だそうで、目の前に山が有 ヒマラヤの南裾野だといいます。　
その山は、深緑と茶色を合わせたような色をしていました。道路の路肩は、いつの時代の樹であろうか、大きな樹
木がそびえ立ち、直線の道は果てし 続き、しばらくすると一つの橋が現れたのです。ロヒニー河でした。　
ロヒニー河は釈迦族とコーリヤ族のそれぞれの領地の境界線です。その為に永い間 水の権利をめぐって壮絶に争
い、血を見るまで斗ったといいます。この争いは釈尊も仲裁に入った 伝えられており、今もそのままの姿をとどめ、川の水が静かに流れています。　
ルンビニーの参拝を終えると、デフダバに向かう途中にラ マグラマーがあります。釈尊の御入滅後ダビ ふされ
たお舎利は、近隣諸国の王候貴族が厳選して八つに分けられ ですが、ラーマグラマーだけは二千五百年前のまま現存されています。　
ラーマグラマーは実母摩耶夫人のコーリヤ族に与えられた御舎利で、ここにまつわる物語は沢山残されて ます。
仏塔にはいつも、いろいろな花々が供えていて そ 花を鼻に抱え 供える象の物語 盗掘しようと盗人が現れると必ずとなりに位置して る〝龍神池〟 ら物凄 暴風雨が起きてラーマグラマーに近づくことができなかった話等々、さまざまな、ラーマグラマーを現在まで守られた話を聞きました。
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現地に立つと不思議な空気が立ち込めています。いつもどんよりと空は薄暗く、今にも雨が降って来そうな様子で
した。現存する釈尊の御眞骨との想いからか幾度訪れても去り難く、釈尊に直接対話ができるところです。　
ラーマグラマーの龍神池をはさんで対面して「碑文塚」が立っています。伝えるところによると、現代に入り日蓮
宗―仏子の会松本光華氏による日蓮聖人碑文塚だそうで、この地はかつてマンゴ畑だったのですが、 「仏子の会」の永年の熱意によって購入し、念願の建立ができたと われます。　
二千五百年前に仏教を起こし人類が幸福に るためへの道標を示された釈尊。同じく「国の平和」 「人々の幸福」を
願い、釈尊が極められた法華経を基に、立正安国論を宣言され、示された日蓮聖人と師弟のお二人が時を経て「龍神池」をはさんで向い合う風景は訪れる人々の胸を打ちます。　
日蓮聖人の釈尊への敬慕の心は多くの書物によって現代に伝えられています。その「志」を現在の弟子の方々の熱
意によって実現している処です。宗門の方々の信仰 深さをものが り、どのような変化の時代があっても、変わらない次代へと引き継がれることを確認できる場所で 。
摩耶夫人の妹パティ夫人（波堤比丘尼）
　
当時の風習で、摩耶夫人と一緒に浄飯王に嫁ぎ、姉より先に女の子を出産したパティ夫人。釈尊の誕生後、彼女は
すぐ教団随一美男とうたわれたナンダ尊者を出産されまし 。パティ夫人は非常に人格的に勝ぐ ていて 心温かい女性で有ることを伺わせる沢山の事柄が伝えられていま 浄飯王は摩耶 亡きあとの生涯を、パティ夫人一人だけ愛されたと伝えられています。
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パティ夫人は愛と献身を持って浄飯王と共に過ごし、浄飯王亡きあと、再三再四、尼僧の釈迦教団への入団の許可
を釈尊に願ったそうです。義母の本気の心を知り、阿南尊者の熱心な取りなしもあって、尼僧教団最初の尼僧として入団 許されたのです。　
それからのパティ夫人の活躍の素晴らしさは現代に伝わっており 当時の尼僧たちの伝記（中村大
  訳）詩集によっ
て知ることができます。誕生の七日で母を失った釈尊の身の上をとても哀しみ、わが子ナンダ尊者へは乳母のお乳を与え釈尊へは自身のお乳を与えられました 二人を両手に抱き沐浴 し、丁寧に上質 油を身体に塗り頬ずりして話しかけ、おむつをかえたそうです。　
この釈尊への温かい関わり 様子が、 々に伝わり母 失くした不幸な釈尊が新たな素晴らしい母を得た幸福を喜
びあったといいます。パティ夫人の、釈尊を愛し慈 む日々の関わりは、釈尊の人間形成の基礎と る重要な子育てであったと考えます。特に乳幼児期から密着の母子関係が子ども 発達段階に必要な自己肯定観 確立をさせるという、パティ夫人はそれを実践したのです。　
ここで、釈尊とパティ夫人の密なる母子関係を物語る次の伝記を紹介させていただきます。カピラ城を出て修行中
の数年間パティ夫人の釈尊を気遣う日々は、祈り すべてであった筈 今日はどうしているか 体は大丈夫かどこにどうしているのか、不安 心配で毎日を過ごし こと しょう。そんな月日 時が流れ 、釈尊の成道の知らせがカピラ城に届いたときの パティ夫人の喜び 如何ば りだっ か。　
現在の交通手段でインドのブッタガヤへ、ネパールのルンビニーから出発としたら、車で走り途中で飛行機に乗り
換え、又車を使うとい 果 しない時間がかかります。飛んで行き い思いを押さえて時を待ったことで ょう。あ
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るとき馬車で行ける距離に布教のため釈尊が来たことを知り、飛ぶように出発をして、久しぶりの母子の対面を果たしたのでした。　
パティ夫人は百二十歳まで生きて釈尊を見守ったといいます。夫人の深い慈しみの愛の子育てによって、釈尊の慈
悲深い思いやりの心を育みました。仏教を起こした類まれな叡智は、摩耶夫人の女性の身でありながら一人山奥で瞑想を実行し天の啓示を受けられる高い精神性のＤＮＡの遺伝であったことを深く確認した でした。
これからの子育て
十二因縁の教え
　
十二の段階の五までが胎内から始められるとの重要性を指しているこのことをふまえて、現代の子育てを考えてみ
たいと思います。	
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十二因縁の法門を図式が示すように、人間の生命は母の胎内の受胎の瞬間からすでに意識があるといいます。
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新生児の誕生は十二の段階の五番目の〝六入〟で出生すると示されており、すでに胎児は、生命の始まりから意識
があるとしたら、この胎内の生活を深く親は知るべきではないかと思います。　
私は、今まで子どもが生まれることに対して深く考えることはありませんでした。妊娠に気づくと喜び、不安になっ
たりを繰り返しながら出産の日を待つ。これを当たり前のこととして過ごしたので が、四人の子どもを出産して、ひとり
  ひとりが必ずしも同じ状態でなく、様々な妊娠の胎児期を過ごし、思いがけないハプニングと出合ったことに
よって、何故もっと妊娠 は一体どういうことなのか、母 としてどのよう 心構えを持つことなのか等々、心の面での自身の無知を知ることに っ のです。　
生まれてくるわが子が、どんな胎児期を過ごしたのかを、四人も産み乍ら考えもしなかった自分のおろかさに気づ
いたのでした。どうし らこの子が幸せに元気 生涯 過ごす とができるのか、その答えが、十二因縁の無明から出発することだと、そ こと らずに子育てをした とに気づいたのです。　
結婚後、長い間子どもに恵まれなかった釈尊の両親浄飯王と摩耶夫人は、カピラ城内の菩提樹の小さな御堂に、毎
日子授けの祈願をされました。摩耶夫人は必 御堂のそば 蓮池に沐浴をして ら参拝を たそう す。　
その甲斐あって或夜、美しい白象が天より摩耶夫人めがけ降りて来る夢を見た後 受胎に気づきました。この時の
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夫妻の喜びは測り知ることのできないほどだったと思います。　
いつも体を清め規則正しく保ち、時間の許す限り居間や外まわりを清潔に心がけ、胎内の我が子のために良いこと
を出来る限りすすめられたと考えます。我が子が元気で無事に生 れてほしい、その祈りを捧げつづけることの十ヵ月であった筈です。白象 神であ のでその祈りこそ、ダフネ山での九ヶ月の満願の日 天よりの啓示「結婚して良い子を産んで世のため、人のために貢献をしなさい」であったからです。
胎内記憶から始まる人類の願い
　
池川明氏は永年の産科医として、臨床の関わりから子どもたちの「胎内記憶」に気づくことになり、現在世界から
注目をされている先生です。子ども ちは三、四才位まで胎内記憶を語るといいます。こ 世に生まれて来ることに成ったきっかけは、ほとんどの子ども 共通点が母親を、助けるために生まれて来 のだ いうのです。空の上から自分の母になる人を見つけ、これから地球に生まれる大勢の子どもたちと一緒に順番待ちをして生まれて来ると。　
池川氏（親学会会員）からその話を聞いた きは大変驚きました。世界最古「アジア文化史」の中に釈尊誕生の場
面にまさしく同じようなことが書かれており、釈尊がこの世に生ま る き、空の上から母を探し、 「摩耶夫人を選ぶ理由として摩耶夫人の祖父は大変に人望厚く大勢の人々を助けたのでそ 人の〝孫〟 摩耶夫人に決めた」このような記述が有ったのです。　
この世の生まれる命の神秘は、現代の産科医の池川氏の臨床活動を通して証明されております。
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心と体のバランス
　　　
それぞれの年齢に応じた関わり方が鍵
人間形成
体
　
の
　
関
　
り
心
　
の
　
関
　
り
妊娠出産の不安や衛生管理を、産科病院で教育してくれる。
胎児期
成人の脳の五分の三までがこの時期に発達する。白紙に、何を親は植え込むか
出産後は、病院及び保健所が母子の健康維持に関る
乳幼児期
「知
・情
・意」を育む情感は、この時期に愛のコ
ミュニケイションによって植え込むのが良い
学校教育、集団生活保険医 指導。食事のバランス。規則正しい生活。運動による身体作り
児童期
子供の年齢に応じた視点でふれていく。物質的なものよりも貢献心
・向上心を育てる事に最も相応
しい時期である。
少年期
医療保険制度の充実。病院の選択の自由。情報による自己の健康管理の徹底
思春期
この時期はバラ色の世界。全ては自分の為に存在していると思い込む。伸びる力、躍動する心を認めてあげる。対話の中から答えを見つけていく大切さを。
青年期
生活習慣から病気になることや、ストレスの消化法など肉体が発達
・老化する仕組は誰でも判るよ
うに、社会教育が出来てきた
壮年期
年齢に達しなければ解らなった事を確認しつつ、一生懸命に生きた自己を認め、他に感謝する、それが豊かな高齢期を迎え 事に る。
高齢期
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未来は子どもの育て方で決まる
　
人はみな体と心を持っているのですが、ともすると目に見える体だけを中心に考えて毎日を送ってしまいます。か
つて私もそのような子育てをした親の一人ですが、四人目の子どもの受胎直前に〝母親教室〟で胎児のときからすでに意志のあることを教えられ 、 「妙法蓮華経観世音菩薩普門品第二十五」を読み上げ、十ヶ月の 教で出産した四女が、ピンク色の肌と金色の産毛を持って産まれたことから 親の学びの場の重要性に気づき、世の親になる人たちのために親学会を起こす になったのです。　
米国の作家アルビン
・トフラー氏はかつて「第三の波」シリーズで世界に衝撃的な文学を発表した有名な作家です。
氏は「人類の消滅は「核」ではなく家庭の崩壊」と述べています。　
当時の世界は、今と同じように「核」戦争の驚異に不安になっていたので、その言葉の重要性をあまり受取らなかっ
たのですが、約三十年を経た現代社会 言葉を、改めて深く考える時代を迎えました。　
個の確立が進んできた現代社会に家庭とは何か、家族とは何かの問いを、答えを求めてすすめることの大切さ 考
えます。人間とは人と人との関わりのなかで、生まれて来て 永い一生を人と人との関わりから始まり、生涯がすすめられ そ ことの重要な学び すすめる が家族であり、家庭 子どもの 間形成は、家庭が出発点と考えることの大切さを私たちは 今改めて考えてみたい です。　
これからの子育てに関わる人々、両親
・保育関係
・教師の諸氏の皆さんに伝えたいことは、 「どのような人に成長し
て欲しいか」との目的を持って関わることが重要であるという とです。今 関わっているこの子の未来が、 「幸福な
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未来」であるように、その「幸福な未来」を創るのは、その子自身の力であることを心にとどめて、すすめることと考えます。　
私たちが一番望むことは、心優しく思いやりがあって自分を理解してくれる人。そのような人が廻りに大勢居て欲
しいと願っているの はないでしょうか。その実現はそれを願うその人自身がわが子、わが家族から実践を迷わずに勧めるこ です。　
人間とは自分自身が体感した、喜びやしあわせを受けて初めて感情が発動し感覚が記憶されます。受けた喜びの幸
せだった心を、他者に与 、大切なことを教えるのが、廻りの大人たちの役割です。生命の始まりから愛をそそぐことが大切だと云うことはこのことを指しています。摩耶夫人
・パティ夫人は、このことを、わが子に伝えられたこと
によって愛深き釈尊が育ったのです。　
二千五百年を経て「これからの子育て」に、釈尊を育てた摩耶夫人
・パティ夫人の子育を参考にされることを、切
に願い未来の地球の人たちの平和 幸福を願 ます。	
合掌
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